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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

【第6面に続く】

  以前、「多い社長交代時のトラブル」と題したコラムを書いた。社

長が交代すると、前任者のやり方を否定する人は多い。

  前任者の時に経営がうまくいっていない時は、同じやり方では事

業継続が難しいので、ある意味当然と言えるが、前任者がうまく経

営をしていた場合でもそれを否定する人がある。自分ならではのや

り方を打ち出すことで存在感を示したかったり、過去の成功体験な

どをもとに前任者のやり方を確認もせずに自分のやり方に強引に変

える場合だ。

  中には前任の社長が築き上げてきたものを着任早々すべてぶち壊

す人もある。特に海外拠点の場合はこのような人が目立つ。それは、

前任者と後任者が一緒に仕事をしながら経営のバトンを渡すという

機会がなく、お互いほとんど知らないということが多いからだ。

  また最近見かけるのは、出向者人材の不足を背景に、他の企業か

ら海外に精通しているというということで転職してきた人が、いき

なり海外拠点の責任者に着任することもある。そうなると、自分が

以前の会社でやってきたやり方にすべて変えるという人がでてくる。

それがこの企業に入った役割だと思っている人までいる。そうなる

と今までのやり方や取り組みは完全に無視され、前任の社長が築い

てきたものは何だったのだろうかという事態になることも多い。

戸惑うローカルの従業員
  これによって大変なのは従業員だ。今まで前任の社長を信頼して

取り組んできたことが否定され、どうしたらよいのだということに

なっている姿を見ることがある。ローカルの皆さんが後任の社長に

今までの取り組みを説明しても無視され、前任の社長にメールなど

で相談している例などだ。しかし前任者としては越権行為になるこ

ともあり、これという手は打てないまま、今までローカルメンバー

と一緒に築いてきたものが壊れていく姿をただ見ているだけという

ことになる。

  今回、なぜこのようなことを記載したかというと、海外拠点のご

支援をしていると、社長交代で今まで築き上げてきたものを簡単に

壊している人が結構多いのでないかと感じたからだ。

タイでの問題事例
  あるタイでの事例を紹介しよう。前任の社長は熱心にローカルメ

ンバーの育成に取り組まれてきた。それは、将来に渡ってタイの拠

点を背負っていくのはローカル人材に他ならず、いかにローカル人

材を育成して経営の現地化を図るかが重要と考えられてきたからだ。

人材の育成は一朝一夕ではできないので、長年にわたって、プロジェ

クト活動を推進する中で、活動の意味を理解させ、自ら改善視点を

持って取り組める人材を育ててきた。この活動によって、現場は大

きく変わり在庫も削減。キャッシュ生み出せる現場に変えてきた。

さらにお祭りに終わりがちなプロジェクト活動をお祭りに終わらせ

ることなく、活動を定着化させるべく取り組んできた。

  ところが、この社長の後任として着任したのが、他社で海外経験

を積んだ人物。後任の社長はローカル人材の育成より日本人出向者

のレベルが低いことが問題と現在の出向者を否定。今まで続けてき
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たローカルメンバーによるプロジェクト活動も中止してしまった。

さらに会話はすべて英語という方針を打ち出した。タイでのご経験

の長い読者の方であればわかることだが、経営幹部であれば英語で

問題はなくても、生産の現場を担ってくれているメンバーに英語で

指示するのには無理がある。前任の社長は、皆が理解して取り組む

必要があることから、必要な時は、通訳を使ってタイ語で伝えると

いう配慮をされていた。ところが、後任の社長はすべて英語という

方針で、今までプロジェクト活動に参画して取り組んできた多くの

ローカルメンバーは蚊帳の外に置かれることになったのだ。

基本姿勢の欠落
  この事例は、どの国で仕事をさせていただいているのかという基

本を忘れ、他の国での経験を振りかざし、さらに前任者を否定する

ことで自らの存在感を示しているのではないかと感じる事例なのだ

が、面白いのは、このように前任者のやり方を全面否定する人は実

力が不足していることが多いということだ。それは経営がわかって

いないことから、このようなことを平気でしてしまうからだ。

  経営は継続であり、変革するにしても、まず前任者がどう考え何

に取り組んできたのか、その思いややり方を徹底して理解し、その

上で良い点は継続し、改善すべき点は改善していくことが基本だ。

この基本がわかっていないのでは、経営を担う資格はない。日本人

の責任者は数年で帰任するが、現地のローカルメンバーは何十年も

その企業で勤務してくれる人も多い。それだけに、ローカル人材の

育成は前任者が取り組んできたことの上に新たに積み上げていくこ

とが重要で、それをすべて無視というのは、この企業の事業基盤を

も壊すことになる。またこの姿、ローカルメンバーの目にはどう映

るだろうか。経営の現地化に向けて取り組まれてきた前任者の思い

が受け継がれず、ご破算されてしまうような企業に勤務したいとい

うローカルメンバーがどれだけいるだろうか。

  経営は継続ということを忘れずに、経営というバトンをいかにう

まく引き継ぐかが後任出向者の責務だ。また、その国で仕事をさせ

ていただくという基本姿勢が欠落しているようでは、適切な経営の

舵取りは難しい。筆者も海外経営責任者やその候補者を対象とした

研修をよく依頼されるが、今一度、この基本を再徹底する必要を感

じた次第だ。

  組織強化委員会　 ネットワーキングディナーを開催

　組織強化委員会（桐生裕規委員長・タイ国東京海上火災保険㈱）

は 8 月 9 日、「女性の方」を対象として第 2 回ネットワーキングディ

ナーを開催した。JCC では、会員同士の交流機会を創出するため、

少人数制のランチ交流会を開催して

いるが、参加者からの希望が多い

「ネットワーキングディナー」も不

定期に開催している。今回は、人脈

拡大と情報収集のため、会員企業に

勤務する女性約 40 名が参加した。

  JCC 三役     チャトゥモンコン労働大臣を表敬訪問

  仲野真司会頭（タイ住

友商事会社）ら JCC 三役

は 8 月 19 日、チャトゥ

モンコン労働相を訪問

し、新三役の紹介を行う

とともに、竹谷厚経済調

査会長（ジェトロ・バン

コク事務所）から、2019

年上期タイ国日系企業景気動向調査の結果を説明した。また、先日

ソムキット副首相に提出したタイ新政権への要望書の内容を説明す

るとともに、最低賃金の改定について意見交換を行った。
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